
新
島
襄
と
徳
富
蘇
峰

徳
富
猪
一
郎
(
蘇
峰
)
が
、
新
島
襄
の
い
わ
ゆ
る
自
責
打
掌
事

件
を
契
機
に
、
明
治
十
三
年
五
月
、
卒
業
を
一
力
月
後
に
ひ
か
え

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
退
学
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
ぃ

る
。
卒
業
ま
で
と
ど
ま
る
よ
う
に
と
い
う
新
島
の
説
得
を
振
り
切

つ
て
の
退
学
で
あ
っ
た
。
「
大
人
と
な
ら
ん
と
欲
せ
ぱ
自
ら
大
人
と

思
ふ
勿
れ
」
と
裏
面
に
墨
書
し
て
、
新
島
は
自
身
の
写
真
を
徳
富

に
与
え
た
。
こ
の
饌
別
の
写
真
を
徳
富
が
生
涯
大
切
に
所
持
し
て

い
た
こ
と
は
、
い
ま
も
そ
れ
が
東
京
大
田
区
の
徳
富
記
念
館
(
山

王
草
{
呈
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

徳
富
と
新
島
が
再
会
し
た
の
は
、
六
力
月
後
の
十
一
月
で
あ
る

九
州
伝
道
に
出
か
け
て
い
た
新
島
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
て

河
野
仁
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熊
本
の
百
貫
港
か
ら
帰
途
に
つ
こ
う
と
し
た
が
、
風
向
き
が
悪
く

て
船
が
来
な
か
っ
た
た
め
市
内
へ
引
き
返
し
た
。
翌
十
一
月
二
十

八
日
の
夜
新
島
の
宿
へ
徳
富
が
た
ず
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
徳

富
は
退
学
し
て
上
京
し
、
新
聞
記
者
に
な
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
、

志
を
得
ず
に
熊
本
へ
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
二
人
は
夜

十
↑
時
こ
ろ
ま
で
話
あ
っ
た
。
「
こ
れ
が
為
に
両
者
の
間
に
於
け

わ
だ
か
生

る
蟠
り
も
解
け
」
(
『
蘇
峰
自
伝
』
)
た
と
、
徳
富
は
書
い
て
い
る
。

つ
ぃ
で
明
治
十
五
年
の
夏
上
京
の
途
次
に
徳
富
は
新
島
邸
を

た
ず
ね
て
宿
泊
し
た
。
わ
だ
か
ま
り
は
解
け
て
い
た
と
は
い
う
も

の
の
、
徳
富
の
す
べ
て
を
新
島
は
肯
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

徳
富
は
退
学
後
ま
も
な
く
信
仰
ま
で
も
捨
て
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
が
寝
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
へ
新
島
が
や
っ
て
き
て
、
「
是
非
こ
の

所
を
一
読
し
て
、
然
る
後
床
に
就
い
て
貰
ひ
度
い
」
(
同
右
)
と
、

声
を
震
わ
せ
て
ぃ
い
な
が
ら
聖
書
を
差
し
出
し
て
徳
富
を
閉
口
さ

せ
た
。宿
泊
し
て
の
ち
、
彼
は
新
島
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
、
伊
勢
時
雄

湯
浅
吉
郎
ら
と
新
島
の
供
を
し
て
中
山
道
を
安
中
ま
で
歩
い
た
。

新
島
は
そ
の
道
中
、
徳
富
に
説
教
し
て
止
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
、
徳
富
は
書
い
て
い
る
。
恩
師
の
懇
切
な
勧
め
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
徳
富
は
す
で
に
信
仰
を
復
活
し
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
立
ち

至
っ
て
い
た
。
だ
が
二
人
の
信
頼
と
愛
は
生
涯
そ
こ
な
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
『
蘇
峰
自
伝
』
に
次
の
よ
う
な
書
か
れ
て
い
る
。

「
予
は
同
志
社
に
在
学
中
、
ま
だ
一
回
も
新
島
先
生
其
人
に
対
し

て
、
不
平
を
抱
い
た
事
は
無
っ
た
。
正
直
に
い
ぇ
ば
予
は
新
島
先

生
に
於
て
先
生
ら
し
き
先
生
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は

政
治
と
か
経
済
と
か
云
ふ
点
よ
り
も
寧
ろ
科
学
と
か
数
学
と
か
機

械
学
(
幾
何
学
?
1
引
用
者
注
)
と
か
云
ふ
方
に
長
じ
て
居
ら
れ

た
。
併
し
何
れ
か
と
云
へ
ば
先
生
は
頭
の
人
で
な
く
、
心
の
人
で

あ
っ
た
。
先
生
は
山
を
も
動
か
す
信
仰
を
有
っ
て
居
り
、
石
を
も

泣
か
せ
る
情
熱
を
有
っ
て
居
た
。
人
間
で
あ
れ
ば
何
人
も
欠
点
が

あ
る
。
先
生
は
決
し
て
欠
点
な
し
と
は
い
は
ぬ
が
、
実
に
日
本
男

児
の
立
派
な
る
標
本
で
あ
っ
た
。
予
は
自
ら
先
生
の
如
き
人
に
会

う
た
の
を
幸
福
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
予
は
自
ら
先
生
を
訪
ね
て
、

京
都
に
赴
い
た
こ
と
を
、
予
の
一
生
涯
に
於
て
、
最
も
幸
福
な
る

一
と
信
じ
て
ゐ
る
し

熊
本
洋
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
て
東
京
英
語
学
校
(
の
ち
の
第
一
高

等
学
校
)
に
学
ん
で
い
た
徳
富
は
、
入
学
し
て
間
も
な
い
明
治
九

年
十
月
こ
ろ
同
志
社
英
学
校
へ
移
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

十
二
月
三
貝
新
島
の
仮
寓
に
京
都
第
二
公
会
が
設
立
さ
れ
た
と

き
、
彼
は
先
輩
の
金
森
通
倫
ら
と
共
に
新
島
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
。

「
謂
は
ば
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
と
云
ふ
ょ
り
も
、
新
島
先
生
を
信
ず

る
と
云
ふ
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
を
経
由
し
て
、
神
に
近
付
く
と
云

ふ
ょ
り
も
、
新
島
先
生
を
経
由
し
て
、
神
に
近
付
く
と
云
ふ
事
で

あ
っ
た
」
(
同
右
)
と
、
徳
富
は
述
懐
し
て
い
る
。
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そ
の
新
島
に
、
徳
富
は
退
学
を
除
い
て
三
度
労
を
煩
わ
せ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
最
初
は
デ
ビ
ユ
ー
作
『
将
来
之
日
本
』
の
序
文

依
頼
で
あ
り
、
二
度
目
は
弟
健
次
郎
の
恋
愛
問
題
最
後
は
『
国

民
新
聞
』
創
業
に
当
っ
て
借
金
の
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰
が
経
済
雑
誌
社
の
田
口
卯
吉
の
推
薦
に
ょ
っ
て
、
同

社
か
ら
『
将
来
之
日
本
』
を
出
版
し
た
の
は
明
治
十
九
年
十
月
で

あ
る
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
徳
富
が
論
壇
に
出
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
り
、
彼
は
将
来
の
見
通
し
を
得
て
熊
本
へ
家
族
を
連
れ
に
帰

り
、
居
を
東
京
へ
移
し
た
。

出
版
し
て
ほ
ど
な
く
、
徳
富
は
こ
れ
を
新
島
に
送
っ
た
。
新
島

は
同
年
十
二
月
七
日
付
の
徳
富
あ
て
の
手
紙
に
、
「
先
般
御
帰
郷
後

二
於
、
御
近
著
将
来
之
日
本
御
送
付
被
下
寄
之
至
二
不
堪
候

小
先
之
手
二
入
る
や
否
他
よ
り
借
手
有
之
、
今
二
小
生
之
手
許
二

返
リ
不
来
候
、
何
レ
返
リ
来
候
ハ
バ
拝
読
可
仕
卜
存
居
候
L
 
と
書

い
て
い
る
。
新
島
の
書
斎
の
蔵
書
と
同
様
生
徒
が
借
り
て
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
同
志
社
英
学
校
の
生
徒
た
ち
が
競
っ
て
こ
れ
を

読
ん
だ
こ
と
は
、
弟
徳
富
健
次
郎
(
蘆
花
)
の
『
黒
い
眼
と
茶
色
の

目
』
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

徳
富
が
新
島
に
序
文
を
依
頼
し
た
の
は
、
再
版
の
準
備
中
で
あ

つ
た
。
明
治
二
十
年
二
月
二
日
付
の
手
紙
で
、
新
島
は
種
々
の
事

情
を
説
明
し
て
椀
曲
に
断
わ
り
を
の
べ
て
い
る
。

「
先
書
御
申
越
之
次
第
二
よ
れ
ば
、
小
生
二
御
近
著
将
来
之
日
本

二
批
評
ヲ
頼
ム
ト
ノ
事
二
有
之
候
得
共
貴
君
御
承
知
之
通
、
小

生
之
脳
鈍
二
筆
渋
リ
中
々
其
任
二
当
リ
難
き
想
有
之
、
全
く
御
辞

退
申
上
度
候
得
共
、
又
ご
言
な
き
能
い
ず
と
も
思
ひ
居
候
共
一

月
来
毎
度
心
臓
之
加
減
宜
し
か
ら
ず
、
加
之
親
戚
敞
家
之
混
雑
労

大
延
引
二
相
成
候
、
何
レ
何
力
相
試
度
候
得
共
定
而
御
再
版
之

義
御
急
キ
な
る
べ
く
、
さ
れ
ば
小
生
ハ
御
省
キ
被
下
候
方
力
得
策

な
ら
ん
か
と
存
候
」

「
大
延
引
二
相
成
L
と
あ
る
か
ら
、
新
島
は
室
白
こ
う
と
し
て
ぃ
た
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の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
年
の
一
月
二
十
七
日
に
八
重
の
姪
で
あ

り
伊
勢
時
雄
の
妻
で
あ
っ
た
峰
が
病
没
し
て
翌
日
告
別
式
が
お
こ

な
わ
れ
、
さ
ら
に
一
月
三
十
日
に
は
新
島
の
父
民
治
が
永
眠
二

月
一
日
に
告
別
式
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。
「
親
戚
敞
家
之
混
雑
L
と

い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
、
確
か
に
肩
の
張
る
文
章
な
ど
書
く
べ
く

も
な
か
っ
た
ろ
う
。
思
う
ま
ま
を
の
べ
る
手
紙
は
と
も
か
く
、
活

版
に
し
て
公
表
す
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
新
島
は
慎
重
の
上
に
も

慎
重
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
滅
多
に
そ
う
い
う
文
章
は
書
か
な
い
人

で
、
そ
の
覆
富
と
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。

つ
ぃ
で
徳
富
あ
て
の
二
月
二
十
五
日
付
の
手
紙
で
新
島
は
『
国

民
之
友
』
の
創
刊
号
(
明
治
二
十
年
二
月
創
刊
)
を
贈
ら
れ
た
こ

と
に
つ
ぃ
て
礼
を
の
べ
た
あ
と
、
「
先
日
御
依
頼
二
及
候
所
ノ
将
来

之
日
本
第
三
版
ニ
ハ
何
二
力
間
二
合
セ
度
候
間
、
漸
時
御
待
被
下

度
候
、
此
度
ハ
是
非
不
肖
ナ
ガ
ラ
御
求
二
応
度
存
候
L
 
と
、
承
諾

の
意
を
伝
え
て
い
る
。

徳
富
は
新
島
が
公
に
す
る
文
章
を
容
易
に
書
か
な
い
人
で
あ
る

こ
と
を
、
十
分
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
方
面

で
は
新
島
や
同
志
社
英
学
校
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
や
教

育
界
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
も
い
な
か
っ
た
。
徳
富
自
身

も
後
年
、
「
同
志
社
大
学
運
動
ま
で
は
、
新
島
先
生
は
殆
ん
ど
一
種

の
箱
入
り
娘
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
運
動
の
た
め
に
先
生
は

大
な
る
日
本
の
宗
教
家
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
な
る
教
育
家

大
な
る
社
会
人
、
大
な
る
愛
国
者
、
大
な
る
公
人
と
し
て
、
天
下

よ
り
認
識
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
L
(
『
わ
が
交
遊
録
』
中
公
文
庫
版

1
以
下
同
)
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に
、

新
島
の
そ
の
運
動
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
し
た
の
は
、
民
友

社
社
主
の
徳
富
蘇
峰
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

筆
の
重
い
新
島
に
あ
え
て
「
序
文
」
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
と
し

て
も
、
新
島
は
知
名
の
士
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
世
俗
的
な
意
味
に
お
い
て
は

徳
富
の
名
誉
に
な
る
こ
と
で
も
、
著
書
の
売
れ
行
き
が
増
加
す
る

わ
け
で
も
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

再
度
に
わ
た
っ
て
寄
稿
を
懇
請
し
た
の
は
、
新
島
に
対
す
る
礼
節

と
報
恩
の
念
に
も
と
づ
く
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
人

こ
そ
は
自
分
の
恩
師
で
あ
る
こ
と
を
、
成
功
し
た
最
初
の
著
書
に

明
記
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
で
あ
る
。

新
島
の
苦
心
の
「
序
文
L
 
を
掲
げ
た
第
三
版
の
「
緒
言
L
 
に
、

徳
富
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
首
ヲ
転
ス
レ
ハ
既
二
十
年
、
余
力
西
京
ノ
同
志
社
二
在
ル
ヤ

屡
々
新
島
先
生
ノ
教
ヲ
奉
ス
、
不
肖
ニ
シ
テ
未
夕
先
生
ノ
望
二
副

フ
能
ハ
ス
ト
雛
ト
モ
、
余
豈
二
平
生
服
膺
ス
ル
所
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
、

而
シ
テ
今
ヤ
此
ノ
冊
子
ヲ
先
生
ノ
電
覧
二
供
シ
、
併
セ
テ
先
生
ノ

ご
言
ヲ
巻
頭
二
掲
ク
ル
事
ヲ
辱
フ
ス
L

新
島
の
「
序
文
」
の
草
稿
は
三
点
遺
さ
れ
て
い
て
、
う
ち
二
点
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は
判
読
し
得
ぬ
ま
で
に
加
筆
訂
正
の
筆
が
加
え
ら
れ
て
ぃ
る
。
苦

心
の
痕
跡
で
あ
る
。

そ
の
新
島
の
「
序
文
L
 
は
ご
く
短
い
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で
彼

が
特
に
筆
を
さ
い
て
い
る
の
は
、
徳
富
が
平
民
主
義
を
標
梼
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
、
徳
富
の
い
う
「
愛
国
L
 
は
「
全
国
ヲ
愛

ス
ル
」
こ
と
で
あ
り
、
「
全
国
ヲ
愛
ス
ル
ハ
全
国
民
ヲ
シ
テ
其
ノ
生

ヲ
楽
ミ
、
其
ノ
宜
キ
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
だ
と
指
摘
す
る
。
新

島
自
身
「
愛
国
」
で
は
な
く
「
愛
人
L
 
を
説
い
て
ぃ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
平
民
主
義
は
'
貝
族
社
会
ヲ
一
掃
」
す
る
こ
と
を
意
図

す
る
も
の
だ
と
い
う
指
摘
も
興
味
ぶ
か
い
。
や
が
て
お
こ
る
一
致

教
会
と
組
合
教
会
の
合
同
問
題
に
お
い
て
、
一
致
は
中
央
集
権
政

治
で
あ
り
「
血
貝
族
政
治
」
だ
と
新
島
は
と
な
え
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
「
序
文
」
は
お
ざ
な
り
の
美
辞
麗
句
を
連
ら
ね
た
も
の
で
は

な
く
、
断
片
的
な
が
ら
新
島
自
身
の
思
想
を
『
将
来
之
日
本
』
に1

重
ね
あ
わ
せ
て
論
述
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
ょ
い
。

動
を
展
開
す
る
の
は
、
明
治
二
十
一
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

新
島
自
身
も
十
七
年
四
月
に
二
度
目
の
外
遊
に
旅
立
っ
て
以
来

本
格
的
な
取
り
組
み
再
開
に
は
ま
だ
至
っ
て
ぃ
な
か
っ
た
。

二
十
一
年
二
月
『
国
民
之
友
』
は
創
刊
一
周
年
を
迎
え
、
購
読

者
は
着
実
に
増
加
し
て
、
経
営
基
盤
は
ほ
ぽ
固
ま
っ
た
と
い
っ
て

よ
か
っ
た
。
徳
富
が
協
力
に
の
り
だ
し
て
く
る
の
は
そ
れ
か
ら
で

あ
る
。「
二
十
年
の
二
月
に
は
、
『
国
民
之
友
』
を
発
刊
し
た
。
当
時
予

の
心
境
を
語
れ
ぱ
、
こ
れ
ま
で
随
分
新
島
先
生
に
心
配
も
か
け
、

苦
労
も
さ
せ
た
と
思
う
。
せ
め
て
今
後
は
先
生
の
仕
事
に
及
ば
ず

な
が
ら
そ
の
代
償
と
い
う
で
は
な
い
が
、
安
心
と
慰
楽
と
を
与
え

た
い
と
考
え
、
そ
れ
に
は
同
志
社
大
学
創
立
の
こ
と
に
、
微
力
を

)
,
、効
す
が
第
一
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
、
予
も
爾
来
先
生
が
明
治

二
十
三
年
一
月
二
十
三
日
、
大
磯
に
於
て
永
眠
せ
ら
る
る
ま
で
、

い
さ
さ
か
力
を
尽
し
た
積
り
で
あ
る
」
(
『
わ
が
交
遊
録
』
)

徳
富
は
筆
を
つ
い
で
、
「
予
は
別
段
同
志
社
そ
の
も
の
に
対
し
て

愛
着
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
同
志
社
に
力
を
端
す
こ
と
が
先
生
に

対
す
る
恩
を
報
ず
る
所
以
」
だ
と
考
え
て
力
を
尽
し
た
の
だ
と
い

つ
て
い
る
。

「
先
生
に
対
す
る
恩
L
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
二
十
年
十
二
月
に

新
島
の
説
得
を
振
り
切
っ
て
同
志
社
を
去
っ
た
健
次
郎
の
問
題
も

含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
健
次
郎
は
死
期
を
悟
っ
て
か
、
絶
交
を

弟
健
次
郎
の
問
題
や
、
『
国
民
新
聞
』
創
業
資
金
借
入
れ
の
保
証

人
な
ど
に
言
及
す
る
い
と
ま
は
な
い
か
ら
、
徳
富
の
依
頼
に
新
島

は
快
く
応
じ
た
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。

徳
富
蘇
峰
が
新
島
襄
の
大
学
設
立
募
金
運
動
に
東
京
で
支
援
活
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つ
づ
け
て
い
た
蘇
峰
を
電
報
で
伊
香
保
へ
呼
ん
だ
と
き
、
病
床
で

「
新
島
先
生
に
は
負
債
が
あ
る
」
と
い
っ
た
。
「
予
は
先
生
の
負
債

は
、
兄
が
代
り
て
皆
済
し
た
か
ら
、
安
心
せ
よ
と
慰
め
た
L
(
『
蘇

峰
自
伝
』
)
と
徳
富
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
数
時
間
後
に
健
次

郎
は
死
ん
だ
。

北
垣
国
道
京
都
府
知
事
ら
の
バ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
を
得
て
、
知
恩
院

で
の
大
学
設
立
大
集
会
を
成
功
さ
せ
て
ま
も
な
い
二
十
一
年
四
月

十
八
日
、
東
上
し
た
新
島
は
湯
浅
治
郎
宅
に
立
ち
寄
っ
た
。
す
る

と
徳
富
が
迎
え
に
き
て
、
新
島
を
自
宅
へ
案
内
し
て
一
泊
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
両
親
ら
が
新
島
に
直
接
礼
を
い
い
た
か

つ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
『
国
民
之
友
』
創
刊
一
周
年
を
経
た
ぱ
か
り

の
三
月
一
日
、
新
島
は
次
の
よ
う
な
手
紙
を
徳
富
に
送
っ
て
い
る
。

「
御
申
越
之
事
ハ
小
生
二
取
リ
是
非
相
願
度
一
条
二
候
間
、
直
二

是
迄
之
録
事
為
写
御
送
付
可
仕
候
間
、
何
卒
専
門
校
必
要
之
点
充

分
御
論
ジ
被
下
度
候
L

徳
富
は
新
島
が
企
て
て
い
る
運
動
に
つ
い
て
『
国
民
之
友
』
に

何
か
書
き
た
い
か
ら
、
参
考
資
料
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
き

た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

当
時
は
京
都
の
協
力
者
の
意
向
も
あ
っ
て
、
創
立
す
べ
き
学
校

を
「
明
治
専
門
学
校
L
 
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
「
同
志
社
大
学
」

と
改
め
る
の
は
、
同
年
三
月
二
十
四
日
付
の
手
紙
で
徳
富
が
、
「
同

志
社
大
学
」
と
し
た
ほ
う
が
「
明
快
L
 
で
ょ
い
と
新
島
に
進
言
し

て
の
ち
で
あ
る
。
「
白
疋
迄
之
録
事
」
と
い
う
の
は
校
務
日
誌
の
こ
と

で
、
『
同
志
社
英
学
校
記
事
』
『
同
志
社
英
学
校
沿
革
』
『
同
志
社
記

事
』
そ
の
他
新
島
自
筆
の
も
の
が
数
冊
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
の
ど
れ
か
を
筆
写
し
て
送
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
徳
富
あ
て
の
三
月
四
日
付
の
手
紙
で
新
島
は
、
「
貴
命
二

応
ジ
明
治
専
門
校
之
記
事
大
略
々
記
御
逓
送
申
上
候
間
、
御
嵩
酌

之
上
御
採
用
有
之
度
候
」
と
、
資
料
を
追
加
し
て
送
っ
た
旨
を
知

ら
せ
て
い
る
。

徳
富
が
こ
の
と
き
『
国
民
之
友
』
第
十
七
号
(
明
治
二
十
一
年

三
月
)
に
発
表
し
た
の
は
、
「
福
沢
諭
吉
君
と
新
島
襄
君
」
と
い
う

論
説
で
、
こ
れ
が
日
本
人
の
手
に
な
る
最
初
の
本
格
的
な
新
島
論

で
あ
る
。
徳
富
は
こ
の
と
き
僅
か
に
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
彼
は

福
沢
と
新
島
は
教
育
界
の
双
壁
で
あ
り
、
共
に
外
国
文
化
を
日
本

に
輸
入
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
福
沢
は
文
化
の
花
の
部
分
を
、
新

島
は
根
の
部
分
を
輸
入
し
た
と
両
者
を
対
比
し
、
福
沢
の
事
業
は

す
で
に
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
が
、
新
島
の
事
業
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
だ
と
し
て
支
援
を
訴
え
て
い
る
。

つ
づ
く
第
十
八
号
に
は
「
私
立
大
学
」
と
題
し
た
無
署
名
の
記

事
を
掲
げ
、
「
教
育
と
は
唯
た
書
を
読
み
、
学
を
修
め
、
利
巧
者
に

な
る
迄
の
事
な
り
と
極
ま
り
た
る
今
日
に
於
て
は
、
独
立
自
治
の

生
面
を
開
き
、
仰
い
て
天
に
槐
ち
ず
、
佑
し
て
人
に
作
ち
ず
、
良
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心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
を
養
成
す
る
の
私
立
学
校
は
、
殊
に

必
要
と
す
る
に
非
す
や
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
に

公
表
さ
れ
る
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
L
 
を
仂
佛
た
ら
し
め
る

の
で
あ
る
。

彼
の
協
力
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
第
十
九
号
に
は
別

冊
付
録
を
つ
け
、
そ
の
巻
頭
に
金
森
通
倫
が
新
島
の
代
理
と
し
て

東
京
の
五
大
新
聞
・
雑
誌
の
記
者
を
料
亭
に
招
い
て
お
こ
な
っ
た

ア
ピ
ー
ル
「
同
志
社
の
規
模
及
其
目
的
」
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
者
招
待
会
は
徳
富
の
幹
旋
に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
付
録
を
つ
け
た
第
十
九
号
の
本
曹
は
、
徳
富
の
手
に
な

る
論
説
「
人
民
の
手
に
依
り
て
成
る
大
学
L
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
『
国
民
之
友
』
誌
上
で
の
バ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
に
加
え
て
、

新
島
が
東
上
す
る
四
月
十
八
日
前
後
か
ら
は
新
島
と
手
紙
で
連
絡

を
と
り
な
が
ら
、
徳
富
は
協
力
が
得
ら
れ
そ
う
な
政
治
家
と
の
事

前
折
衝
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
陸
奥
宗
光
や
井
上
馨
ら
が
そ
う
で
、

い
ず
れ
も
徳
富
が
か
ね
て
知
遇
を
得
て
い
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
新
島
に
対
す
る
協
力
は
、
や
が
て
大
隈
重
信

外
相
官
邸
で
の
小
集
会
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

徳
富
は
新
島
の
い
わ
ば
私
的
な
面
に
つ
い
て
も
配
慮
を
怠
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
井
上
馨
邸
で
の
集
会
中
に
倒
れ
た
新
島
が
、
五

月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
富
田
鉄
之
助
夫
妻
の
斡
旋
で
鎌

倉
の
海
浜
院
に
入
院
し
た
と
き
、
徳
富
は
い
ち
早
く
見
錘
っ
て
付

添
い
看
護
婦
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
夏
二
力
月
ば
か
り
新

島
が
伊
香
保
で
静
養
し
た
と
き
に
は
、
東
京
か
ら
民
友
社
の
社
員

を
付
添
わ
せ
た
の
み
か
、
静
養
先
で
新
島
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話

ま
で
も
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
何
で
も
な
い
こ

と
の
よ
う
だ
が
、
『
国
民
之
友
』
の
編
集
発
行
と
、
販
売
先
の
拡
張

で
繁
忙
を
極
め
て
い
た
な
か
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

徳
富
は
静
養
中
の
新
島
に
、
健
康
に
さ
わ
る
か
ら
長
文
の
手
紙

を
書
い
た
り
来
訪
者
に
い
ち
い
ち
面
談
す
る
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え

て
は
ど
う
か
と
、
し
ば
し
ば
忠
告
し
た
ら
し
い
。
新
島
は
、
そ
の

注
意
を
守
っ
て
は
が
き
で
用
を
済
ま
し
て
い
る
と
返
事
を
書
い
て

る
が
、
事
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
な
か
っ
た
。

い

大
学
設
立
運
動
に
関
す
る
手
紙
以
外
に
、
も
し
く
は
そ
れ
と
抱

き
合
わ
せ
で
、
新
島
は
教
会
合
同
問
題
に
つ
い
て
も
逐
一
徳
富
に

報
告
し
、
ま
た
依
頼
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
す
で
に
早
く
教
会

を
離
れ
て
お
り
、
新
島
の
勧
め
に
も
応
じ
な
か
っ
た
徳
富
に
で
あ

る
。
^
に
だ
け
は
^
^
な
し
に
な
に
ご
と
^
も
^
ち
^
け
ら
^
た

し
、
頼
む
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
次
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

「
而
シ
テ
〔
教
会
合
同
の
〕
憲
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
行
ス
ル
ニ
至
ラ

我
力
教
会
ハ
将
来
貴
族
的
独
断
的
政
治
ノ
下
二
生
息
シ
、
百

゛
＼
、

ノ年
ノ
後
二
至
ラ
バ
吾
人
ノ
当
時
甘
受
ス
ル
所
ノ
自
由
ハ
何
レ
ヘ
カ

消
滅
シ
去
ン
ト
ス
ル
へ
本
日
ヨ
リ
断
言
仕
ル
ベ
シ
、
小
生
近
頃
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黙
止
ス
ト
申
居
候
間
、
以
上
ノ
言
ハ
誰
レ
モ
他
人
二
語
ル
ニ
ア
ラ

ズ
、
小
生
ノ
最
信
用
致
穩
富
猪
一
郎
君
迄
、
噴
火
山
之
勃
々
ト

其
焔
を
吐
出
ス
ル
が
如
ク
吐
露
ス
ル
ノ
ミ
、
鳴
呼
L

明
治
二
十
二
年
五
月
十
二
日
付
、
徳
富
あ
て
の
手
紙
の
結
び
の

部
分
で
あ
る
。
新
島
に
と
っ
て
徳
富
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た

か
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
前
年
十
一
月
に
公
表
さ
れ
た
「
同
志
社

大
学
設
立
の
旨
意
」
が
、
新
島
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
て
徳
富

が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
新
島
の
手
紙
か
ら
も

十
分
に
明
ら
か
で
あ
る
(
拙
稿
「
新
島
襄
の
大
学
設
立
運
動
⑤
L

『
同
志
社
談
叢
』
第
十
三
号
参
照
)
。
こ
の
年
、
「
同
志
社
寄
付
行
為
」

の
前
身
で
あ
る
「
同
志
社
通
則
」
が
制
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
草
案

も
ま
た
徳
富
の
起
草
で
あ
っ
た
。
新
島
は
徳
富
を
社
員
に
加
え
る

よ
う
同
志
社
社
員
会
に
推
挙
し
て
い
る
。

徳
富
の
勧
め
に
応
じ
て
静
養
に
赴
い
た
大
礎
の
百
足
屋
で
、
新

島
は
四
十
七
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
新
島
危
篤
の
電
報
を
徳
富
が

受
け
取
っ
た
の
は
、
『
国
民
新
聞
』
創
刊
披
露
の
祝
賀
会
を
芝
公
園

内
の
三
緑
亭
で
催
す
日
で
、
彼
は
床
屋
へ
顔
を
剃
り
に
行
っ
て
い

た
と
き
で
あ
っ
た
。
使
い
の
人
が
そ
こ
へ
届
け
に
来
た
の
で
あ
る
。

招
待
客
の
接
待
を
湯
浅
治
郎
に
託
し
、
万
一
を
お
も
ん
ば
か
っ
て

小
崎
弘
道
に
大
磯
へ
急
行
す
る
よ
う
打
電
し
て
、
徳
富
は
大
磯
へ

馳
け
付
け
た
の
で
あ
っ
た
(
『
わ
が
交
遊
録
』
)
。
披
露
宴
に
招
か
れ

た
客
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
日
に
主
催
者
が
い
な
い
と
は
な
に

ご
と
か
と
一
古
情
を
い
う
者
も
い
た
と
、

徳
富
は
も
ら
し
て
い
る
。

(
同
志
社
社
史
資
料
室
長
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